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はじめにはじめに

�� 産業分野で使用されている化学物質は現在産業分野で使用されている化学物質は現在 57000 種類以上あり、あり、

毎年 500 種類以上の化学物質が労働のの化学物質が労働の現場に導入されている。されている。

�� 化学物質が原因となった業務上の疾病者数（休業化学物質が原因となった業務上の疾病者数（休業 44 日以上日以上))はは

平成平成 1616 年中で年中で 285285 名で、職業性疾病の約名で、職業性疾病の約 33..88 ％を占める。％を占める。

�� 職業性疾患においては、休業職業性疾患においては、休業44日以上のものは事業主が労働基準日以上のものは事業主が労働基準

監督署へ届出をするが、それ以外のものは把握が困難である。監督署へ届出をするが、それ以外のものは把握が困難である。



ILO第170号条約

（職場における化学物質の使用の安全に関する条約）の概要

化学物質の有害性を評価：化学物質の有害性を評価：化学物質の有害性を評価：化学物質の有害性を評価：

安全データシト安全データシト安全データシト安全データシト : : : : MSDSMSDSMSDSMSDS

((((material safety data sheet)material safety data sheet)material safety data sheet)material safety data sheet)

を作成して、を作成して、を作成して、を作成して、使用者へ使用者へ使用者へ使用者へ提供提供提供提供

化

学

物

質

の

ユ

ー

ザ

ー

MSDSMSDSMSDSMSDS を基に使用するを基に使用するを基に使用するを基に使用する

化学物質の有害性を化学物質の有害性を化学物質の有害性を化学物質の有害性を

労働者に対し労働者に対し労働者に対し労働者に対し教育教育教育教育

供給者

労働者

事業者



化学物質等安全データーシート（MSDS）の作成例



労働省安全衛生部化学物質調査課編

改訂「わかりやすい化学物質の危険有害性表示制度」[安全データシートの作り方・見方]より引用



�� 作業環境中のガス，蒸気，粉塵を吸入する作業環境中のガス，蒸気，粉塵を吸入する経気道暴露暴露

�� 有害物に汚染されたものを食べるなどの有害物に汚染されたものを食べるなどの経口暴露暴露

�� 皮膚に接触することにより吸収される皮膚に接触することにより吸収される経皮暴露暴露

長袖の作業着で皮膚露出防止

化学防護服・保護手袋の着用

化学物質の暴露経路と保護具





� アクリルアミド

� アクリロニトリル

� アルキル水銀化合物

� アンモニア

� エチレンイミン

� エチレンオキシド（別名酸化エチレン）

� 塩化水素

� 塩素

� 塩素化ビフェニル（別名ＰＣＢ）

� クロム酸及びその塩

� コールタール

� 五酸化バナジウム

� 三酸化砒（ひ）素

� 臭化メチル重クロム酸及びその塩

� 硝酸

� トリレンジイソシアネート（別名ＴＤＩ）

� フェノール

� 弗（ふっ）化水素

� ベータプロピオラクトン

� ベリリウム及びその化合物

� ベンゾトリクロリド

� ペンタクロルフェノール（別名ＰＣＰ）及びそのナトリウム塩

� ホスゲン

� ホルムアルデヒド

� 沃（よう）化メチル

� 硫酸

� 硫酸ジメチル

特定化学物質等障害予防規則 第44条 に規定する

皮膚に障害を与えるおそれのある特定化学物質等



労働安全衛生規則 第594条 に規定する皮膚に障害を与える物

� アクリル酸エチル

� アクリル酸ブチル

� アクロレイン

� アニシジン

� アミン系の樹脂硬化剤

� アリルアルコール

� アンチモン及びその化合物

� イソシアネート

� ウルシオール

� エタノール

� エチレンジアミン

� エピクロロヒドリン

� 塩化亜鉛

� 塩化白金酸及びその化合物

� 塩素化ナフタリン

� 黄りん

� 過酸化水素

� カルシウムシアナミド

� カーボンブラック

� ぎ酸

� グルタルアルデヒド

� クレゾール

� クロム及びその化合物

� クロルジニトロベンゼン

� クロールスルホン酸

� クロルヘキシジン

� クロロアセトアルデヒド

� クロロピクリン

� 鉱物油

� コバルト及びその化合物

� 酢酸

� 酸化カルシウム

� ２－シアノアクリル酸メチル

� ジクロルメタン

� ジチオカーバメート系化合物及びエチレンビス

� ジニトロフェノール

� ジクロリド

� Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド

� 臭素

� 水酸化カリウム

� 水酸化ナトリウム

� 水酸化リチウム

� すず及びその化合物

� スチレン

� セレン及びその化合物

� ダイホルタン

� テトラヒドロフラン

� テトリル

� トリグリシジルイソシアヌレート

� トリニトロトルエン

� ニッケル及びその化合物

� バナジウム及びその化合物

� パラ－ターシャリ－ブチルフェノール

� パラ－フェニレンジアミン

� パラ－メトキシフェノール

� ビスフェノールＡ型及びＦ型エポキシ樹脂

� 砒（ひ）素及びその化合物

� ヒドラジン

� ２－ヒドロキシエチルメタクリレート

� ピリジン

� フェニルフェノール

� フェネチジン

� 弗（ふっ）素及びその水溶性無機化合物

� プロテアーゼ

� ヘキサメチレンジアミン

� ヘキサメチレン

� 無水フタル酸

� 無水マレイン酸

� メタクリル酸メチル

� メタノール

� メチルエチルケトン

� ４，４′－メチレンジアニリン

� ジシクロヘキシルメタン－４，

４′－ジイソシアネート

� 別名メチレンビスフェニルイソシアネート

� 沃（よう）素

� レソルシノール



� 接触皮膚炎（化学熱傷含む）・湿疹群

� 角化異常症

� 色素異常症

� 皮膚付属器障害

� 皮膚腫瘍

化学薬品における皮膚疾患化学薬品における皮膚疾患



� 詳細な問診

� 職種

� 原因物質の曝露の有無

作業形態，暴露経路，暴露時間，保護具の有無・種類

� 曝露から発症までの時間

� 原因物質回避による症状改善の有無

� パッチテスト

診断の手がかり診断の手がかり



� 接触皮膚炎（化学熱傷含む）・湿疹群

� 角化異常症

� 色素異常症

� 皮膚付属器障害

� 皮膚腫瘍

化学薬品における皮膚疾患化学薬品における皮膚疾患



化学薬品における化学薬品における

接触皮膚炎・湿疹群接触皮膚炎・湿疹群

アレルギー性（免疫学的機序）一次刺激性（毒性機序）

化学熱傷

慢性刺激性接触皮膚炎慢性刺激性接触皮膚炎

非アレルギー性接触蕁麻疹非アレルギー性接触蕁麻疹

光毒性接触皮膚炎光毒性接触皮膚炎

アレルギー性接触蕁麻疹（即時型）アレルギー性接触蕁麻疹（即時型）

遅延型アレルギー性接触皮膚炎遅延型アレルギー性接触皮膚炎

光アレルギー性接触皮膚炎光アレルギー性接触皮膚炎

急性刺激性接触皮膚炎急性刺激性接触皮膚炎

接触皮膚炎・湿疹群



急性刺激性接触皮膚炎急性刺激性接触皮膚炎

（（ 化学熱傷化学熱傷 ））

接触皮膚炎・湿疹群



燐，燐化合物，硫化水素，塩化硫黄，フッ素化合物，燐，燐化合物，硫化水素，塩化硫黄，フッ素化合物，

過塩素酸，臭素，四塩化炭素過塩素酸，臭素，四塩化炭素

非金属および

その化合物

ホルムアルデヒド，イソシアネート，酸化エチレン，ホルムアルデヒド，イソシアネート，酸化エチレン，

エチレンイミン，三塩化酢酸，パラコート，エチレンイミン，三塩化酢酸，パラコート，

脂肪族炭化水素（脂肪族炭化水素（ ・ガソリン），臭化メチル・ガソリン），臭化メチル

脂肪族化合物

，， ，，アルカリ

イペリット，ルイサイト，イペリット，ルイサイト，その他

ナトリウム，酸化カルシウム，塩化亜鉛，ベリリウム塩，四塩ナトリウム，酸化カルシウム，塩化亜鉛，ベリリウム塩，四塩

化チタニウム，マグネシウム，炭酸ナトリウム，化チタニウム，マグネシウム，炭酸ナトリウム，

次亜塩素酸ナトリウム，水銀およびその化合物，次亜塩素酸ナトリウム，水銀およびその化合物，

金属および

その化合物

フェノール，フェニルヒドロキシルアミン，ピクリン酸フェノール，フェニルヒドロキシルアミン，ピクリン酸

無水フタル酸，フェニルヒドラジン無水フタル酸，フェニルヒドラジン

腐食性芳香族

塩酸，塩酸， ，， ，， ，燐酸，，燐酸，酸

山元 修：職業性皮膚疾患，皮膚臨床，47，2005：一部改変

硫酸 硝酸 フッ化水素酸 過酸化水素

水酸化ナトリウム 水酸化カリウム 水酸化カルシウム

セメント

六価クロム

灯油

化学熱傷の原因となる化学物質化学熱傷の原因となる化学物質

接触皮膚炎・湿疹群



酸

接触皮膚炎・湿疹群



硫酸

（Sulfuric acid : H2SO4）

接触皮膚炎・湿疹群



硫酸

（Sulfuric acid : H2SO4）

�� 無機薬品無機薬品

�� 肥料肥料

�� 化学繊維化学繊維

工場用用途工場用用途

薬品工業，繊維工業

一般化学工業

�� 洗浄剤洗浄剤一般用途一般用途

�� 酸による障害のなかでは最多酸による障害のなかでは最多

接触皮膚炎・湿疹群



遊離した可溶性フッ化水素イオン

�組織内のカルシウムイオンと結合しやすい

�組織細胞障害

フッ化水素

（Hydrogen fluorine : HF）

接触皮膚炎・湿疹群



メッキ工業・ガラス工業

電子工業，半導体産業

�� フロンガス原料フロンガス原料

�� ガラスのつや消し・蝕刻剤ガラスのつや消し・蝕刻剤

�� ステンレス等金属の酸洗浄剤ステンレス等金属の酸洗浄剤

�� 半導体物質のエッチング剤半導体物質のエッチング剤

工場用用途工場用用途

�� さび，しみ，湯あかの除去剤の成分さび，しみ，湯あかの除去剤の成分一般用途

フッ化水素

（Hydrogen fluorine : HF）

接触皮膚炎・湿疹群



過酸化水素

（Hydrogen peroxide : H2O2）

� 特殊な臨床像

• 表皮壊死

• 真皮内水疱・空砲（oxygen bubble）

• 膠原線維変性

• 皮下気腫

接触皮膚炎・湿疹群

Vesicles/bullae



過酸化水素

（Hydrogen peroxide : H2O2）

�� 紙・パルプ，天然繊維等の漂白剤紙・パルプ，天然繊維等の漂白剤

�� 半導体製造時の洗浄液半導体製造時の洗浄液

�� 酸化剤酸化剤

�� 発砲剤やロケット燃料発砲剤やロケット燃料

工場用用途工場用用途

紙・パルプ工業

繊維工業，繊維製品製造

�� 漂白剤漂白剤，，殺菌剤殺菌剤，脱色剤，脱色剤一般用途一般用途

接触皮膚炎・湿疹群



アルカリ

Na > OH > Ca(OH)
2

> AL(OH)
3

> Sn(OH)
2

接触皮膚炎・湿疹群



接触皮膚炎・湿疹群

（水溶液はアルカリ性を示す NH3 + H2O = NH4+ + OH- ）

アンモニア水



接触皮膚炎・湿疹群

�� 合成繊維原料合成繊維原料

�� 金属表面処理金属表面処理 （窒化膜形成）（窒化膜形成）

�� 化学工業原料化学工業原料

�� 無機薬品無機薬品

�� 染料染料

�� 酸性中和剤・ゴム酸化剤・酸性中和剤・ゴム酸化剤・

�� 医薬医薬

工場用用途工場用用途

（水溶液はアルカリ性を示す NH3 + H2O = NH4+ + OH- ）

アンモニア水



その他

接触皮膚炎・湿疹群



酸化エチレン

（Methylbromide : C2H4O ）

接触皮膚炎・湿疹群



酸化エチレン

（Methylbromide : C2H4O ）

�� 医療器具用や食品包装の滅菌ガス医療器具用や食品包装の滅菌ガス

�� 消毒剤消毒剤

�� 有機合成原料有機合成原料

�� 界面活性剤界面活性剤

�� 有機合成顔料有機合成顔料

工業用用途工業用用途

病院，化学工場

接触皮膚炎・湿疹群



灯油

（kerosine, kerosen）

�� 家庭・事務用の暖房などに使用家庭・事務用の暖房などに使用用途用途

� ケラチノサイトの融解

� 角層化・表皮内水疱

� IL8 誘導，好中球遊走

接触皮膚炎・湿疹群



臭化メチル

（Methylbromide : CH3Br ）

接触皮膚炎・湿疹群

� 中毒症状

• 中枢神経症状（痙攣，意識障害）

• 呼吸器症状（肺浮腫）

• 肝・腎障害

• 眼障害（視力低下）など

• 血液検査所見ではアシドーシスを呈する

灼熱感や水疱が生じる

皮膚や粘膜から容易に吸収



臭化メチル

（Methylbromide : CH3Br ）

�� 土壌消毒剤土壌消毒剤

�� 船舶や木材・貯蔵穀物などの船舶や木材・貯蔵穀物などの

燻蒸用殺虫・殺菌剤燻蒸用殺虫・殺菌剤

工業用用途工業用用途

農業・農家

（果菜類・野菜類・花木類）

製造・充填作業従事

接触皮膚炎・湿疹群



（主な原料：石灰石（CaCO3）が7～8割，

その他 粘土，珪石，酸化鉄及び石こう等 ）

セメント

接触皮膚炎・湿疹群

1. Mechanical injury

2. Cement burn = chemical burn by Ca(OH)
2

3. Allergic contact dermatitis due to 
6+

Cr

(4. Reactive oxygen intermediates)

Dermatitis caused by cement



（主な原料：石灰石（CaCO3）が7～8割，

その他 粘土，珪石，酸化鉄及び石こう等 ）

セメント

接触皮膚炎・湿疹群

セメントの主原料である

石灰石を製造過程において加熱

CaCO3 → CaO + CO2↑

↓

水と混ぜる

CaO + H2O →
Ca(OH)2

水酸化カルシウム水酸化カルシウム水酸化カルシウム水酸化カルシウム:

水溶液中では電離して、強いアルカリ性強いアルカリ性強いアルカリ性強いアルカリ性を示す

Ca(OH)2 → Ca2+ + 2OH-



（主な原料：石灰石（CaCO3）が7～8割，

その他 粘土，珪石，酸化鉄及び石こう等 ）

セメント

�� コンクリートやモルタルなどに使用コンクリートやモルタルなどに使用

�� 生コンクリートとして製造生コンクリートとして製造

�� 建築物・橋梁・舗装・防護柵などに使用建築物・橋梁・舗装・防護柵などに使用

�� コンクリート製品コンクリート製品

�� ブロック・ポール・パネルなどに加工ブロック・ポール・パネルなどに加工

工場用用途工場用用途

土木・建築工事

生コンクリート工場，製品工場

接触皮膚炎・湿疹群



遅延型アレルギー性接触皮膚炎遅延型アレルギー性接触皮膚炎

接触皮膚炎・湿疹群



セメント

1. Mechanical injury

2. Cement burn = chemical burn by Ca(OH)
2

3. Allergic contact dermatitis due to 
6+

Cr

(4. Reactive oxygen intermediates)

Dermatitis caused by cement

接触皮膚炎・湿疹群



セメント

Allergic contact dermatitis

due to 
6+

Cr

Positibe patch test to chromium

石灰石や粘土には

三価クロムが含まれる

↓ 製造過程で加熱

↓ 酸化

六価クロム（六価クロム（六価クロム（六価クロム（
6+6+6+6+

CrCrCrCr））））溶出

接触皮膚炎・湿疹群



エポキシ樹脂

（Epoxy resin）

接触皮膚炎・湿疹群



エポキシ樹脂

（Epoxy resin）

�� 成形品成形品

�� 各種塗料各種塗料

�� 接着剤接着剤

�� 電子用積層板電子用積層板

工業用用途工業用用途

接触皮膚炎・湿疹群

プラスチック産業

電子部品工場



アレルギー性接触蕁麻疹（即時型）アレルギー性接触蕁麻疹（即時型）

接触皮膚炎・湿疹群



ラテックス

（＝ゴムの木の樹液）

ラテックスアレルギー � 天然ゴムまたはゴム製品による 即時型アレルギー

接触皮膚炎・湿疹群

Latex allergy
Hand eczema, atopic background

- Uriticaria or contact uriticaria to rubber

- Cogh/asthma or shock upon rubber contact

- Fruit allergy (banana, tomato, potato…)



ラテックス

（＝ゴムの木の樹液）

�� 医療現場における天然ゴム製における天然ゴム製手袋用途用途

ラテックスアレルギー � 天然ゴムまたはゴム製品による 即時型アレルギー

1.1~3.8%1.1~3.8%�� 日本での医療従事者日本での医療従事者

1.3%1.3%その他の医療従事者その他の医療従事者

5.6%5.6%手術室看護士手術室看護士

0.8%0.8%一般一般

36%36%二分脊椎患者二分脊椎患者

13.7%13.7%歯科医歯科医

7.5%7.5%外科医外科医

�� 欧米での患者の頻度欧米での患者の頻度

接触皮膚炎・湿疹群



光アレルギー性接触皮膚炎光アレルギー性接触皮膚炎

接触皮膚炎・湿疹群



� 殺菌剤

tetrachlorosalicylanilide (TCSA)

dibromosalicylanilide (DBS, dibromosalan)

tribromosalicylanilide (TBS)

bithionol (thiobisdichlorophenol)

trichlorocarbanilide (TCC, triclocarban)

trifluoromethyldichlorocarbanilide (TFC)

hexachlorophene

chloro-2-phenylphenol (Dowicide 32)

fenticlor (thiobischlorophenol)

multifingin (bromochlorosalicylanilide)

jadit (buclosamide,butylchlorosalicylamide)

triclosan

chlorhexidine

dichlorophene

sulfanilamide

� 香料

musk ambrette

6-methylcoumarin

sandalwood oil

� サンスクリーン

para-amino-benzoic acid (PABA)

octyl-dimethyl PABA (padimate O)

amyl-dimethyl PABA (padimate A)

glycerol PABA

Benzophenone

(benzophenone-3=oxybenzone)

butyl-methoxydibenzoylmethanes

(Parsol 1789)

digalloyl trioleate

cinnamates (cinoxate)

� 治療用外用剤

ketoprofen

suprofen

毛染め

paraphenylenediamine (PPD)

接触皮膚炎・湿疹群



Photocontact dermatitis 

due to suprofen

接触皮膚炎・湿疹群



Suprofen photopatch test 

(Suprofen application + UVA exposure)

接触皮膚炎・湿疹群



Photocontact dermatitis 

due to Ketoprofen tape

接触皮膚炎・湿疹群



角化異常症

� 接触皮膚炎（化学熱傷含む）・湿疹群

� 角化異常症

� 色素異常症

� 皮膚付属器障害

� 皮膚腫瘍

化学薬品における皮膚疾患化学薬品における皮膚疾患



砒素

（Arsenic）

�� 鉱山での金属（とくに銅）精錬鉱山での金属（とくに銅）精錬

�� 殺虫剤殺虫剤

�� 除草剤除草剤

�� ガラス製品ガラス製品

工業用用途工業用用途

非鉄金属鉱業，石油鉱業

果汁園，ガラス工業

角化異常症

Arsenic keratosis



色素異常症

� 接触皮膚炎（化学熱傷含む）・湿疹群

� 角化異常症

� 色素異常症

� 皮膚付属器障害

� 皮膚腫瘍

化学薬品における皮膚疾患化学薬品における皮膚疾患



� 色素脱失症

ハイドロキノン � ゴム製品，写真工業

アルキルフェノール類 � ゴム酸化防止剤，

合成ゴムの酸化防止剤

ラッカー製造，殺菌剤

砒素（砒素白皮症）

� 色素増加症

タール

ピッチ

砒素（砒素黒皮症）

� ピッチやクレオソート油の製造に使用

� 電極,ピッチコークス,半導体

色素異常症



皮膚付属器障害

� 接触皮膚炎（化学熱傷含む）・湿疹群

� 角化異常症

� 色素異常症

� 皮膚付属器障害

� 皮膚腫瘍

化学薬品における皮膚疾患化学薬品における皮膚疾患



Depigmentation due to 

para-tirtiary butylphenol

色素異常症



機械油

食用油

多塩化ナフタレン � コンデンサー，絶縁体

多ハロゲン化ビフェニール � 絶縁体

多ハロゲン化ジベンツフラン � 科学消化剤

塩化フェノール � 殺虫剤，殺菌剤

ポリ塩化ビフェニル(PCB)  � 可塑剤，絶縁油

� 有機ハロゲン化合物

� タール・ピッチ

� 油

皮膚付属器障害



Chloracne

皮膚付属器障害



Oil acne

皮膚付属器障害



皮膚腫瘍

� 接触皮膚炎（化学熱傷含む）・湿疹群

� 角化異常症

� 色素異常症

� 皮膚付属器障害

� 皮膚腫瘍

化学薬品における皮膚疾患化学薬品における皮膚疾患



Tar acanthoma

皮膚腫瘍

（Tar ： 芳香族高分子炭化水素などの化学物を多種類含有する

石炭などを乾留して得られる黒色ないし黒褐色の粘調物質 ）

タール



皮膚腫瘍

（Tar ： 芳香族高分子炭化水素などの化学物を多種類含有する

石炭などを乾留して得られる黒色ないし黒褐色の粘調物質 ）

ガス発生炉・コークス発生炉

タール製造・加工作業場

カーボンブラック製造 等

タール

�� 多種類の芳香族の原料多種類の芳香族の原料

�� ピッチ・クレオソート油の製造ピッチ・クレオソート油の製造

工業用用途工業用用途



Pitch acanthoma

皮膚腫瘍

（タールを原材料にして，これを蒸留して得られた残渣。

黒色無定形固体状のもの）

ピッチ



皮膚腫瘍

（タールを原材料にして，これを蒸留して得られた残渣。

黒色無定形固体状のもの）

ピッチ

半導体産業

航空宇宙産業

幅広い分野で使用

�� 電極電極

�� ピッチコークス原料ピッチコークス原料

工業用用途工業用用途



皮膚腫瘍

Multiple Bowen’s disease

砒素



1. 症状の型を把握すること。どこに職業性を考える特徴があるか，

また，どこが，アトピー性皮膚炎のような，非職業性疾患に似て

いる点であるかなど。

2. 作業条件，作業環境と皮膚疾患との一定の関連が考えられるか。

3. できるだけすみやかに原因を見出すこと。

4. 素因や誘因などをすべて洗いだしてみること。

5. 治療と予防の計画をたてること。

Adams, R.M.: Occupational contact dermatitis. Lippincott, Phila., 1969.参照


